
１ これからの算数・数学科教育について

２ 思考力・判断力・表現力等の育成のための算数・数学科授業について

○ 子どもたちが算数・数学を学ぶ意欲を高めたり，学ぶことの意義や有用性を実感し

たりできるようにする。

○ 数量や図形の意味を理解する上で基盤となる素地的な学習活動を取り入れて，数量

の意味を実感的に理解できるようにする。

○ 発達や学年の段階に応じた反復（スパイラル）による教育課程により，理解の広が

りや深まりなど学習の進歩が感じられるようにする。

○ 学習し身に付けたものを，日常生活や他教科等の学習，より進んだ算数・数学の学

習へ活用していく。

算数・数学

小・中・高等学校教育における授業改善 ３

チェック項目

POINT

筋道を立てて説明したり，

論理的に考えたりして自ら

納得したり，他者を説得した

りすることを大切にし，予測

や推測を生み出すための指

導を行うこと。

言語活動の充実

○ 身に付けた知識・技能を実

生活や学習で活用すること。

○ 事柄や場面を数学的に解釈

することや数学的な見方や考

え方を生かして問題を解決す

ること，自分の考えを数学的

に表現すること。

算数・数学科教育の課題

小・中・高等学校を通じて，発達の

段階に応じ，算数的活動・数学的活動

を一層充実させ，基礎的・基本的な知

識・技能を確実に身に付け，数学的な

思考力・表現力を育て，学ぶ意欲を高

めるようにする。

算数的活動・数学的活動の充実

十分な時間を与え，既習事項などを基に解決の見通しを持たせる。算数的活動などを

取り入れ，多様に考える経験を積ませる。

２ 自分なりの考えを持つ

児童生徒が興味をもち，解決のためにいろいろと発想しやすい問題場面を設定する。

１ 課題を明確にとらえる問
題
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授業展開例（小学校）

言葉や数，式，図，表，グラフなどを用いて，ノートやワークシートにどのように考

えたのか自分の考えを表現させる。根拠を明らかにし，筋道を立てて考えさせる。

３ 自分の考えを表現する

自己評価を行い，学習で学んだことや今後の課題について振り返る。

６ 自己評価活動

他の考えを書き込ませる欄を設けるなどの工夫を行い，他の考えに触れることで，自
分の考えを深めたり修正したりする活動を取り入れる。よりよい考えについて討議さ
せ，理解を深めさせる。

４ 話し合い活動を組織する

自分の考えを修正したり，自分なりによいと思う考えを選択したりする。

５ まとめる



３ 思考力・判断力・表現力等の育成のための授業実践例（学習の流れ）

【小学校 第５学年】

本時の目標 － 乗数が小数である場合の計算の意味を理解する。

学習活動 指導上の留意事項 評価規準
（評価方法）

１ 前時の学習内容の確認
○（小数）×（整数）の意味

と計算方法について確認す
る。

２ 本時の学習内容の提示
○本時は，整数に小数をかけ

る計算の仕方について考え
ることを確認する。

３ 乗数が整数の場合
○Ａ（１ｍ）の代金,Ｂ（２ｍ）

の代金について考える。
Ａ：80×１＝80 80 円
Ｂ：80×２＝160 160 円

○長さが小数の場合を考え
る。Ｃ（1.2ｍ）の代金を予
想する。

４ 自力解決
○Ｃの代金の求め方を，こと

ばや図,式などを用いて考
える。

○80÷10×12

○80×12÷10

○80×１＝80
80×0.2＝80×２÷10

＝16

５ 考えの交流
○自分の考えについて隣の児

童や班，クラス全体で意見
交換を行う。

６ 本時のまとめ
○本時の学習を振り返り，整

数の場合と同じようにかけ
算できることを確認する。

・実物を提示して，関心をもたせ
る。

・ことばの式で確認を行う。
（１ｍのねだん）×（長さ）

＝（代金）

・Ａ,Ｂの代金を基に，Ｃの代金
が 80円より高く 160円より安く
なると見通しをもたせる。

・十分な時間を確保し，自分なり
の考えをもたせる。

・1.2ｍは 0.1ｍが 12 個分である
ことに気付かせる。

・テープの 10 倍の長さで代金を
考えさせる。

・１ｍの代金と 0.2ｍの代金に分
けて考えさせる。

・テープ図を用いて考えさせる。

・努力を必要とする児童には個別
に支援する。

・ある程度の表現の仕方などを共
通に指示し,表現したことを共
有化しやすくさせる。

・順番に説明させ，それぞれの説
明について質問や意見を出さ
せる。

・自分の考えと友達の考えの異同
について明らかにさせる。

･交流での意見を基に，自分の考
えを，よりよい考えに修正させ
る。

・テープ図を用いて説明する。

「関心・意欲・態度」
小数の乗法の計算

の意味や仕方を整数
の場合に関連付けて
考えようとする。
（行動観察・ワーク
シート）

「数学的な考え方」
整数の乗法・除法

を基に計算方法を
考える。
(発表・ワークシー
ト)

例 １ｍが 80 円のリボンを使って，かざりを作ります。Ａは１ｍ，Ｂは２ｍ，
Ｃは 1.2ｍのリボンを使うとき，それぞれのリボンの代金はいくらですか。

ことばの力活用ＰＯＩＮＴ
ことばや図，式などを用い
て，自分の考えを分かりや
すく，筋道を立てて相手に
伝える。

乗数が小数

の場合も整数

と同じように考

えればよいこと

を教える。
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代金
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既 習 事 項 ・

既習体験を想

起させ，じっく

り考えさせる。

式だけではな

く，ことばや図を

どのように用い

ればよいのかを

振り返らせ，分

かりやすく表現

させる。
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【中学校 第２学年】

本時の目標 － 図形の性質を論理的に考察し，表現することができる。

学習活動 指導上の留意事項 評価規準
（評価方法）

１ 前時の学習内容の確認
○これまで学習してきた図形

の性質について確認する。

２ 本時の学習内容の提示
○本時は二等辺三角形の性質

を用いて，図形の性質を考
察することを確認する。

３ 合同な図形の性質を確認

○結論につながる小前提につ
いて考える。

４ 演習
○ワークシートに証明を記述

する。

５ 考えの交流
○自分なりに解決した後，お

互いにワークシートを交換
し，分かったところや理解
しにくいところなどを記入
する。

６ 発表
○修正を行った証明を，黒板

に記述し説明を行う。

７ まとめ
○証明の進め方や記述のポイ

ントについて整理する。

・特に，三角形の合同条件と二等
辺三角形の性質について確認
させる。

・条件を満たす図を作図させる。
・図を基に課題を設定させ，仮定
と結論を把握させる。

・推論の根拠となる事柄や用語の
定義を明確にさせる。

・二つの三角形の合同を示せばよ
いことに着目させるなど，過去
の解決方法を想起させる。

・図に必要なことを記入させ，視
覚で関係をとらえさせる。

・努力を必要とする生徒には個別
に支援する。

・記号や式を用いて，簡潔でわか
りやすい表現をさせる。

・ワークシートに記述した考えを
基に反論や検討などの交流を行
い，深化させる。

・指摘を受けて，よりよい証明に
修正させる。

・図，式，記号などで表された証
明に，ことばを補いながら分か
りやすく説明させる。

・発表を基に，証明の進め方や説
明の仕方について確認させる。

・自分の記述した証明の変容から
証明の進め方や記述のポイント
について振り返らせる。

「表現・処理」
推論の過程を的確

に表現することがで
きる。
（ワークシート）

「見方や考え方」
二等辺三角形に関

する性質を考察し，
証明することができ
る。
（ワークシート）

例 ＡＢ＝ＡＤ，ＣＢ＝ＣＤ となる四角形を作図し，対角線を結びます。
等しくなる線分や角を見つけ，等しくなることを証明しよう。

ことばの力活用ＰＯＩＮＴ
他人を納得させることがで
きるよう筋道を立てて説明
する。

ことばの力活用ＰＯＩＮＴ
考えを記述することによ
り，思考を整理する。

既 習 の 図
形 の 性 質 を
利用すること
を教える。

十分な時間
を確保し，図を
用いて分かっ
ていることを記
入させ，じっく
り考えさせる。

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

教

「○○だから
○○」などの論
理的つながり
を明確にさせ，
分 か り や す く
表現させる。

表

考



【高等学校 数学 数学Ⅰ】

本時の目標 － 三角形の面積を求める公式を理解し，活用できる。

学習活動 指導上の留意事項
評価規準

（評価方法）
１ 前時の学習内容の確認
○これまで学習してきた三角

比について確認する。

２ 本時の学習内容の提示
○本時は三角形の面積につい

て考えることを確認する。

３ 三角形の面積の公式
○小学校時に学習した三角形

の面積の求め方を思い起こ
す。

○三角比を用いて，三角形の
高さを表現する。

○三角形の面積の公式を整理
する。

４ 演習
○ワークシートにより，三角

形の面積を求める問題を演
習する。

○解答を確認し，修正する。

５ 探究
○例題を考察する。

６ 発表
○自分の考えについて，隣同

士で意見交換する。
○指名により発表する。
○解答を確認し，修正する。

７ 本時のまとめ
○本時の学習内容を振り返

り，公式を確認する。

・特に，三角比の定義を確認させ
る。

・教科書の該当ページを指示し，
問題を板書する。

・図をかかせる。
・Ｓ＝1/2×（底辺）×（高さ）
を思い出させる。

・△ＡＣＨに着目させ，（高さ）
ＣＨを表現する三角比を考え
させる。

・三角比の定義にもどって考え
させる。

・三角形の面積は，２辺とはさむ
角によって求められることを
確認し，三角形の面積の公式を
板書して枠囲いで強調する。

・図をかかせ，（高さ）に該当す
る線分を書き込ませる。

・努力を必要とする生徒には，図
を用いて公式の活用方法を確
認させるなどの支援をする。

・順番に指名し，答えさせる。

・図をかいて考えさせる。

・三角形を，どのように作ればよ
いのかを考えさせる。

・自分の考えを板書させる。
・各自の答案を修正させる。

・三角形の面積の公式を，具体的
にどのように活用したのかを
説明する。

・面積の公式がなぜ成り立つのか
を，振り返って確認する。

・家庭学習の内容について指示す
る。

「知識・理解」
三角形の面積の公

式を理解している。
（行動観察）

「表現・処理」
三角形の面積を求

めることができる。
（発表，ワークシー
ト）

例 △ＡＢＣにおいて,ｂ＝５,ｃ＝８,Ａ＝45°のとき，△ＡＢＣの面積を求めよ。

Ａ Ｂ

Ｃ

Ｈ

例題 半径１の円に内接する正六角形の面積を求めよ。

ことばの力活用ＰＯＩＮＴ
式や説明などを的確に

用いて，自分の考えを相
手に納得させる。

公 式 を ど の
よ う に 活 用 す
れ ば よ い の か
を じ っ く り 考
えさせる。

公 式 が ど の
よ う に し て つ
く ら れ て い る
のか，その意味
を 理 解 さ せ る
こ と を 意 識 し
て教える。

教

自 分 の 考 え
方 を 振 り 返 ら
せ，整理させな
がら，分かりや
す く 表 現 さ せ
る。

考
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